
　

平
成
29
年
3
月
31
日
、
市
内
2
つ
の
景

観
と
１
つ
の
樹
木
が
新
た
に
兵
庫
県
景
観

形
成
重
要
建
造
物
等
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
昭
和
60
年
3
月
に
「
都
市
景

観
の
形
成
等
に
関
す
る
条
例
」（
平
成
5

年
に
「
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
条
例
」

に
改
称
）
を
制
定
。
県
内
の
恵
ま
れ
た
自

然
や
歴
史
・
文
化
と
調
和
し
た
美
し
い
魅

力
あ
る
景
観
を
守
り
将
来
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
景
観
形
成
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
建
造
物
と
樹
木

を
「
景
観
形
成
重
要
建
造
物
」
と
「
景
観

形
成
重
要
樹
木
」
と
し
て
指
定
す
る
も
の

で
す
。
歴
史
的
・
文
化
的
な
価
値
だ
け
で

な
く
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
要
素
、
地
域
活
動
の
拠
点
で
あ
る
な

ど
、
公
共
性
や
公
益
性
が
考
慮
さ
れ
ま
す
。

3
月
31
日
現
在
で
県
内
の
88
件
の
建
造

物
・
樹
木
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
西
脇
市
で
新
た
に
指
定
を
受
け

た
の
は
、「
コ
ヤ
ノ
美
術
館
西
脇
館
」、

「
西
脇
区
消
防
会
館
」、「
地
蔵
一
本
桜
」。

こ
れ
ま
で
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
旧
来
住

家
住
宅
」
と
「
西
脇
小
学
校
」
と
合
わ
せ

て
5
件
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

都
市
住
宅
課
（
市
役
所
内
線

2
7
8
）

▲国の有形文化財にも登録されているコヤノ美術館西脇館
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新
た
に
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定

「
コ
ヤ
ノ
美
術
館
西
脇
館
」「
西
脇
区
消
防
会
館
」「
地
蔵
一
本
桜
」

地蔵一本桜新規

新規

　明治６年に開校し、昭和12年に木造校舎が建築
されました。平成元年に大改修が行われましたが、
木造校舎のよさを残しています。腰折れ屋根が正面
にある象徴的なデザインは、原風景を今に伝えてい
ます。懐かしい風景を醸し出しており、映画のロケ
にもしばしば使われています。（平成20年３月28日
付指定）
■所在地　　西脇市西脇656-1

西脇小学校

　大正７年に銀行家の来住梅吉氏が自邸として建造
しました。明治以降に発達した中廊下式の平面形で
すが、廊下を畳敷きとしたことで南北空間に連続性
を持った造りが特徴です。当時の最高級の用材と高
い技術で建てられており、再現することが困難と言
われています。（平成18年４月１日付指定）
■所在地　　西脇市西脇394-1

旧来住家住宅

　杉原川の堤防に生育する寒緋桜と大島桜の雑種で
す。昭和27年に堤防が完成した記念として、昭和
29年に地元の名士が60本の桜を植樹しました。そ
の後にクズの影響を受けてほとんどの桜が枯れ、現
在はこの一本の桜が残ります。下流に架かる春日橋
のほとりに地蔵を祭る祠があることから名付けられ
ています。早咲きの桜で、春の訪れを知らせます。
■所在地　　西脇市郷瀬町251-3

コヤノ美術館西脇館（旧藤井家住宅）新規
　旧国鉄鍛冶屋線建設や西脇商業銀行の立ち上げに
尽力した藤井滋吉邸を再生した施設です。明治23
年に建築された主屋、大正期のモダンな洋館、昭和
初期の宮大工が建てた離れと土蔵が約3,000㎡の敷
地に並びます。館内では、小谷野達雄館長の古美術
品や古民具などの収集品が展示されています。
■所在地　　西脇市市原町139

　昭和５年に警鐘台が竣工し、昭和11年に区事務
所を兼ねた新たな消防庫として西脇町消防屯所が建
設されました。鉄筋コンクリートで造られていて、
昭和初期には近代的な建築物でした。当時から場所
は変わらず、消防団の詰所として使用され続けるな
ど地域の防災拠点になっています。
■所在地　　西脇市西脇269

西脇区消防会館


